
春の日帰りバス旅行(味醂と製糖工場見学)アルバム(其の一)2026年 06月 10(水)

  

   

  

    ◇九重味醂の創始者である石川八郎右衛門信教(石川家第 22世)が味醂製造を手掛けたのは 1772年 

(安永元年)で 250余年の歴史が有る。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 「大蔵」は味醂を熟成する場所で 

                                                  黒塗り、総下見板張りの土蔵作り 

                                                  で築 300年の歴史を持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ◇味醂が出来る迄の行程説明 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

◇概略行程:御器所交差点南西(地下鉄 5番出口)に 8:30集合～バス 8:45出発～10:00九重味醂(着) 

        見学・休憩 12:40構内のレストラン&カフェ「K庵」で昼食～13:00ウェルネオシュガー(着) 

        見学・休憩 14;40(発)～15:10御器所着、解散。 



春の日帰りバス旅行(味醂と製糖工場見学)アルバム(其の二)2026年 06月 10(水) 

  

 ◇ビデオで味醂の製法 

工程を解説 

 

 

 

 

◇「圧搾」行程の室内状況 

 ◇レストラン&カフェの 

ケーアン(K庵)で昼食 

 

 

  

 

  ◇展示館で味醂作りの歴史を知る 

 

  

 

  

  

 

 

 ◇「前菜」 「本菜」は魚料理    「デザート」はアイスクリーム  ◇石川八郎治商店で「各種味醂」 

                               に味醂を掛ける           の試飲中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇現在のウォルネガシュガー(株)は伊藤忠製糖(株)として 1972年(昭和 47)に設立された。 

 2024年(令和 6) ウォルネガシュガー(株)と合併され同社の「中部工場」 

 となった。 

 

   

 

 

 

◇集会室でビデオ上映を含むガイダンスをうける。 ◇工場見学はヘルメット着用 


